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１．はじめに 

 ２０２３年３月にＷＢＣ（Ｗｏｒｌｄ Ｂａｓｅｂａｌｌ 

Ｃｌａｓｓｉｃ）で日本代表チームが優勝し、２０２２年１

２月にはサッカーＦＩＦＡ ＷＯＲＬＤＣＵＰで決勝トー

ナメントに進出して日本全体が盛り上がりました。そのチー

ムの愛称が「ＳＡＭＵＲＡＩ ＪＡＰＡＮ（侍ＪＡＰＡＮ）」

や「ＳＡＭＵＲＡＩ ＢＬＵＥ（サムライブルー）」であって

広く浸透し、盛り上がりを一層促進しています。 

 本稿では、スポーツ日本代表チームの愛称と商標登録状況の調査をしましたので、そ

の結果をお知らせします。 

 

２．「ＳＡＭＵＲＡＩ ＪＡＰＡＮ（侍ジャパン）」について 

 「ＳＡＭＵＲＡＩ ＢＬＵＥ」は（公財）日本サッカー協会が商標を登録しています。

一方、「ＳＡＭＵＲＡＩ ＪＡＰＡＮ（侍ＪＡＰＡＮ）」は３つの団体や企業が権利を保

有しており、その内容を確認します。なお、アルファベット、カタカナ等表記が違って

も類似範囲内と判断されます。 

①２００９年に（公財）日本ホッケー協会が「サムライＪＡＰＡＮ」と「侍ジャパン」

を商標登録しています。 

 一方、（一社）日本野球機構の「侍ＪＡＰＡＮ」は、複数件ありますが前記後の２０１

０年以降に登録されています。 

②権利関係 

 日本野球機構は後から出願しましたが、指定役務が重複していない（そのように工夫

している）ため、登録になっています。 

 商標は同じ商標（標章）であっても、指定商品や役務が異なれば権利から外れること

になって重複しないし、登録も許可されます。指定商品や役務が同じか否かは（区分（分

類）の同異ではなく、）類似群コード（５桁で中央にアルファベット）で判断されます。

さらに、日本ホッケー協会の権利は第４１類のみであって、さらに“ホッケー”に限定

しており、ホッケー以外での独占権はありません。 

 なお、「飲食物の提供」（食堂やレストラン）を対象とする「サムライジャパン」は、

前記２団体より早い２００１年に埼玉県内の民間企業が登録しており、両団体ともその

業種での使用は制限されます。 

 

３．スポーツ日本代表の商標登録状況 

（１）愛称と登録者（第１図） 

 商標登録された愛称とその権利を保有している団体名の一覧を第１図に示します。Ｊ

 



ＯＣ（日本オリンピック委員会）とそれ以外の団体に分けて表示しました。なお、本表

以外に「マーメイドジャパン」や「日の丸飛行隊」のように、広く知られていても登録

されていないものも複数あります。 

  

第１図 登録された愛称と団体 

【ＪＯＣ加盟団体】 

競技 登録愛称（商標） 権利者（団体） 登録年 

陸上 椿スプリンターズ、韋駄天スプリンターズ 日本陸上競技連盟 2014 

サッカー 
なでしこジャパン、ＳＡＭＵＲＡＩ ＢＬ

ＵＥ 
日本サッカー協会 2012,2017 

ホッケー さくらＪＡＰＡＮ、サムライＪＡＰＡＮ 日本ホッケー協会 2008,2009 

バレーボール 龍神ＮⅠＰＰＯＮ、火の鳥ＮIＰＰＯＮ 日本バレーボール協会 2009,2010 

バスケットボー

ル 
アカツキヴィーナス、アカツキジャパン 

日本バスケットボール

協会 
2018,2023 

セーリング セーリングジャパン、日の丸セーラーズ 日本セーリング連盟 2016 

ハンドボール おりひめジャパン、彗星ＪＡＰＡＮ 日本ハンドボール協会 2014,2019 

馬術 Ａ ｔｏ Ｚｉｎｂａ 日本馬術連盟 2018 

柔道 Ｊｕｄｏ ＮＩＰＰＯＮ 全日本柔道連盟 2021 

バドミントン ＢＩＲＤ ＪＡＰＡＮ 日本バドミントン協会 2020 

ライフル射撃 ＮＲＡ∞ＪＡＰＡＮ 日本ライフル射撃協会 1993 

ゴルフ ＧＯＬＦ ＪＡＰＡＮ 日本ゴルフ協会 2019 

水泳 ぱちゃぼ 日本水泳連盟 2019 

ボクシング ブルーロースジャパン、阿修羅ジャパン 日本ボクシング連盟 2022 

卓球 卓球ＮIＰＰＯＮ 日本卓球協会 2013 

ソフトボール ＳＯＦＴ＼ＪＡＰＡＮ、ＡＳＯＢＡＬＬ 日本ソフトボール協会 2018,2020 

ラグビー 

セブンくん、さくらセブンズ、さくらフィ

フティーン、ＢＲＡＶＥ ＢＬＯＳＳＯＭ

Ｓ、ＳＵＮ ＷＯＬＶＳ、ＥＭＥＲＧＩＮ

Ｇ ＢＬＯＳＳＯＭＳ 

日本ラグビーフットボ

ール協会 

1999,2013, 

2015,2016, 

2017,2022 

空手 雷神ＪＡＰＡＮ 全日本空手道連盟 2015 

ボウリング ＢＯＷＬＥＸ 全日本ボウリング協会 2019 

トライアスロン トライアスロンジャパン 日本トライアスロン 2018 

サーフィン 波乗りＪＡＰＡＮ 日本サーフィン連盟 2017 

アイスホッケー ＳＭＩＬＥ ＪＡＰＡＮ 日本アイスホッケー連盟 2013 

スキー ＳＮＯＷ ＪＡＰＡＮ 全日本スキー連盟 2017 

【ＪＯＣ以外】 

水泳 ＴＯＢＩＵＯ ＪＡＰＡＮ（図形） （株）電通 2010 

野球 ＳＡＭＵＲＡＩ ＪＡＰＡＮ 日本野球機構 2014 



 
（２）愛称の出願件数の推移（第２図） 

 現在登録されている日本代表チーム愛称の出願

年を第２図に示します。２０１２年頃から増え始

め、２０１８以降減少しています。増加した理由の

一つは、２０１１年ＦＩＦＡワールドカップで優

勝し、世界的に活躍した女子サッカーチーム「なで

しこジャパン」の影響があったと考えられます。 

（３）商品・役務区分（第３、４図） 

 スポーツ競技は「スポーツの興業の企画・運営又

は開催」の役務を含む区分第４１類が中心と思わ

れます。そこで、同類を含む商標を保有するＪＯＣ

の団体を抜粋すると、全５５団体中２４団体が愛称

の商標登録を行っており、その中で第４１類の保有

は２３団体、全４８個の登録された愛称中４６個で

あって、９６％で登録されていることが確認されま

した。 

 次に多い区分は、第２５類と２４類の運動用を含

む衣服・布製品や靴等、第１６類の紙製品（色紙・

写真）や文房具類、第２８類運動用具・ゲーム類が

挙げられます。なお、第３５類は広告・販売情報・販売（小売り）業務等幅広い役務が

包含されている区分です。 

 

第４図 代表的な商品・役務の内容 

区 分 概 要 筆者注 
第４１類 教育、訓練、娯楽、スポーツ及び文化活動 スポーツの中心 
第３５類 広告、事業の管理又は運営、事務処理及び小売又は卸売の業

務において行われる顧客に対する便益の提供 
事業の管理、グッズ
の販売 

第２８類 がん具、遊戯用具及び運動用具 ゲーム等、運動用具 
第２５類 被服及び履物 ユニフォーム、靴、

バッグ等 第２４類 織物及び家庭用の織物製カバー 
第１６類 紙、紙製品及び事務用品 みやげ、グッズ等 

 

（４）権利の広さ（第５図） 

 商標登録の効力は指定した区分内の商品や役務に発生し、商標権の内容と共に登録目

的が明確になります。一方、その数に応じて出願・登録・維持費がほぼ比例して増加し

ますので、権利者の経済力（経費のかけ方）も表します。（但し、商標登録は使用するこ

とが前提であり、３年間使用していない場合には不使用取消審判の対象になります。） 
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第３図 区分別出願件数
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第２図 愛称出願件数の推移



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ  

 日本代表スポーツ団体の約半数が愛称を付けて商標登録を行っていることから、スポ

ーツに於いて愛称が重視されていることが確認されました。 

 また、スポーツの実施・運営や企画等のみならば区分第４１類でカバーされますが、

それ以外の分野でも広く権利化されています。このことは、知的財産制度が産業の発達

に寄与する目的・趣旨からしても、産業、すなわち商品等の創出・生産や営業行為（役

務）への関与を考慮していると考えられます。その結果、第２５，２４，１６、１５類

の商品、及び３５類の販売行為等、広く権利化されていると思われます。 

このように、知的財産権は産業や経済の表象（シンボル）であり、勝負や技術を楽し

む本来のスポーツとは異なる面から情報を得ることができ、知見も広まります。 

長野県知財総合支援窓口は、知的財産面からこれらの前向きな活動の支援とともにト

ラブルの防止に尽力したいと考えています。知的財産権を切り口として、産業や経済の

発展に寄与すべく支援を行いますので、ご活用をお願い致します。 

（原稿作成２０２３年５月） 

第５図 権利範囲が広い商標登録（区分数） 

商 標 区分数 権利者 

ＳＡＭＵＲＡＩＢＬＵＥ ３１個 日本サッカー協会 

ＢＩＲＤ ＪＡＰＡＮ ２０個 日本バドミントン協会 

ＳＡＭＵＲＡＩ ＪＡＰＡＮ ２０個 日本野球機構 

ＴＯＢＩＵＯ＼ＪＡＰＡＮ １６個 （株）電通 

ＳＯＦＴ＼ＪＡＰＡＮ １５個 日本ソフトボール協会 

 


